
人 と 自 然 が 輝 く ま ち

広
報

No.484

2014.6
[平成26年]

Index
住宅断熱性能向上リフォーム……………………… P2
健康サポーター養成講座…………………………… P4
大きく育て子ども王国……………………………… P7
立科すずらん学級…………………………………… P9
こども未来館情報……………………………………P10
白樺高原だより………………………………………P18

高
原
に
初
夏
の
薫
り

蓼科第二牧場
立科町マスコットキャラクター
「しいなちゃん」



2広報たてしな  2014年６月

　町では、今年度から住宅断熱性能向上リフォーム補助を始めます。
　「本年２月14日・15日の大雪やゲリラ豪雨など気象変化の要因は地球温暖化にある」と言う研究者もおります。地
球温暖化防止は、我々にとって急務となっております。
　そこで、地域産業の活性化と、省エネルギー及び地球温暖化防止への意識の高揚を図るため、町民の省エネルギー
の取組みを積極的に支援し、「環境に配慮したやさしいまちづくり」を推進することを目的に、町民が町内の施工業
者を利用して行う住宅の断熱性能向上リフォームに要する費用に対して、予算の範囲内で補助金を交付します。
　この事業を利用して、住宅の断熱機能を高めることは、冬場の暖房による灯油・電気の消費を抑え、CO２の削減と
限りある化石燃料の節約になります。また、この事業は、住宅用まきストーブの購入補助（農林係）と併せ、CO２削
減に取組む町の施策です。
　交付の申請等は、次のとおりです。

⑴～⑶ のすべてに該当する方が対象者です。
⑴ 立科町内に住所を有し、自己の居住する住宅（店舗、事務所その他これらに類する用途

の部分を有する併用住宅にあっては、住宅部分に限るものとし、賃貸住宅は除きます。）
に断熱性能向上リフォーム工事を行う者で、工事後も引き続きその住宅に居住する方

⑵ 町税のほか町納入金に滞納がない方
⑶ 補助金の交付を申請する日の属する年度の前年の所得が1,200万円以下である方

　補助金の交付の対象となる経費は、町内に本社・営業所等を有する法人、または町内に住所を有する個人事業主で、
住宅に係る工事を業として行う者に発注する次のいずれかの改修工事に係る費用とします。ただし、国、県、町の他
の制度の補助、融資等の対象となる経費等が含まれるときは、これを除いた経費を補助対象経費とします。
⑴ 建築基準法第２条第１項第４号に規定する居室、または限定した居室部分の全ての外壁開口部において行われる

次のいずれかの工事
ア  単板ガラスを複層ガラスに替える工事
イ  既存開口部の内側または外側に新たなサッシを設置することにより二重サッシとする工事

⑵ 住宅の全ての屋根、小屋裏または全ての居室の壁、床に断熱材（グラスウール、ロックウール、ポリスチレン
フォーム、ウレタンフォームなどの断熱性能が認められる材料）を新たに設置する工事

⑶ その他、住宅の断熱性能が向上すると認められる改修工事

　補助対象経費の４分の１に相当する額（1,000円未満の端数があるときは、切り捨てた額）とします。ただし、そ
の額が20万円を超えるときは、20万円とします。

　交付申請が予算額（300万円）を超えた場合、交付決定は申請書受付日時順ではなく、抽選会を開き抽選とします。
※ 抽選会日時・場所（予定）
　⑴ 日時　　平成26年７月７日㈪　午後６時～
　⑵ 場所　　立科町役場　中会議室

補助対象者

補助対象経費

補助金率・補助限度額等

その他

住宅断熱性能向上リフォーム補助
始めます

募集期間   平成26年６月９日㈪～平成26年６月30日㈪

環境保健係

申請用紙及び詳しい資料は、役場町民課に用意しております。お問い合わせください。
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申 込 期 限
申 込 方 法

　「最近物忘れが多くなってきたかな？」「も
しかしたら認知症になってきたのかな？」な
ど、年齢を重ねるごとに自分や家族について
心配になる機会が多くなっていきます。物忘
れや認知症は、初期の段階での対応がとても
重要です。どのように自分や家族と向き合っ
ていくか、日頃不安に思っていることについ
て相談会を実施致します。まずは一人で悩ま
ず専門家に相談してみませんか？

・これまでは、出かける日にちを間違えたことがなかったおば
あさんが、予定のない日に「出かける」と言って聞かない、
これは物忘れ？それとも認知症？

・昔のことはハッキリ覚えているのに、さっき話したことも覚
えていない。本人はしっかりしていると思っているので、家
族はどのように接していけばいいのかわからない。

　物忘れや認知症はその人によっていろんな症状があります。
　まずは物忘れの心配からご相談ください。

物 忘 れ 相 談 会 最近忘れることが多くなってきたかな？

例えばこんな場合

NPO法人やじろべー　理事長　中澤純一氏
午後１時30分～３時30分
立科町に在住の方・ご家族
各日 ２名程度　（※事前にお申し込みが必要となりますのでご連絡ください。）

（第１回）平成26年 ６月23日㈪　立科町中央公民館
（第２回）平成26年 ８月25日㈪　立科町中央公民館
（第３回）平成26年10月27日㈪　蓼科ふれあい健康支援センター女神
各日、相談日程の１週間前まで
立科町地域包括支援センター（町民課  福祉係）
電話 56－2311　有線 2311 まで電話にてご連絡ください。

相　談　員
開 催 時 間
対　象　者
募 集 人 数
相談会日程

福祉係

　農業委員会は、農業委員会等に関する法律に基づき、
農業および農業者のための利益を代表する機関として市
町村ごとに設置されている行政委員会で、農地等の利用
関係の調整、自作農の創設維持その他農業全般にわたる
問題等を解決していくための重要な任務をもっています。
　農業委員の選挙については、国会議員や地方議員の選
挙と同様の公職選挙法が準用され実施されます。
　立科町農業委員会の選挙による定数は９人です。

　本年は任期満了に伴う農業委員会委員一般選挙が、
７月13日㈰に行われます。
立候補予定者説明会

　立科町農業委員会委員一般選挙の立候補予定者の
説明会を次のとおり開催します。立候補を予定され
ている皆さんはご出席ください。
●日時　６月20日㈮　　午後２時00分～
●場所　役場大会議室

　地域の活性化と協働のまちづくりを推進するため、町民の皆さん自らが創意工夫し、自主的で主体的な地域づくり
活動を応援する事業です。
　交付金の対象となる事業は、●地域の魅力を活かした観光振興や産業振興事業。
　　　　　　　　　　　　　　●地域住民が触れ合うコミュニティ絆交流事業。
　　　　　　　　　　　　　　●美しい地域づくり（道路沿線の植栽や環境美化）等の事業です。
　詳しくは町ホームページでご確認いただくか、地域企画係へお問い合わせください。
事業の対象となる団体 　区、部落自治会、町内企業及び概ね町民10名以上で構成され、町内で活動する団体です。
交付率及び限度額等 　同一事業に対し、１年目から３年目までは対象経費の100分の75以内、150,000円が上限。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４年目から10年目までは対象経費の100分の50以内、   75,000円が上限。
　　　　　　　　　　　※新しく団体を立ち上げて事業実施する場合は100分の100以内、150,000円が上限となります。
応募方法 　役場に用意してある所定の書式（ホームページからもダウンロード可）へ必要事項を記入し、

　　　　　　６月20日㈮までに地域企画係まで提出してください。

庶務係

地域企画係

選 挙 期 日 ７月13日㈰
選挙告示日 ７月 ８日㈫

募集期間：平成26年６月２日㈪～６月20日㈮

農業の未来を託す農業委員選挙

平成26年度「立科町がんばる地域応援事業」２次募集のお知らせ
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　立科町では、高齢者を地域で支え、支援していくために「立科町健康サポーター養成講座」を開催しております。
　この講座は、高齢者支援、また自分自身の健康維持のために必要な知識を習得し、地域の高齢者の支援やボラン
ティア活動に活かせる講座を１年かけて学ぶ講座となります。
　「介護保険のことを知りたい」「介護予防の方法を知りたい」「地域の高齢者のボランティア方法」等、幅広い内容
を、様々な視点から学ぶことが出来ます。
　今回（第７期）受講生を募集いたします。大勢の皆様のご参加をお待ちしております。

※日程につきましては会場や講師の予定により変更となる場合があります。
＊＊ ⑫講座終了後に、施設など訪問しコミュニケーションをはかる体験を行ないます。

受講対象者　　町民で介護に関心のある方ならどなたでも
募 集 期 限　　平成26年６月27日㈮
申　込　先　　立科町地域包括支援センター（役場　町民課  福祉係）　
　　　　　　　電話 56－2311 または  有線 2311 までご連絡ください。

健康サポーター養成講座開催のお知らせ

平成26年度 健康サポーター養成講座（７期生）（開催予定）
月日 講座内容 講　　師 開催時間 開催場所 備考

１ 7/10
(木)

年を重ねること
＜医学的観点から＞

柳澤医院
柳澤伸孔 13：30〜15：00 中央公民館

視聴覚室

２ 7/17
（木）

高齢者の現状と介護予防に
ついて 担当職員 13：30〜15：00 中央公民館

視聴覚室

3 7/24
（木）

介護予防運動機能について
①講義と実技

身体教育医学研究所
渡邉真也 13：30〜15：00 中央公民館

大会議室

4 8/7
(木)

アンチエイジング料理教室
＜介護予防の観点から＞ 山井栄養士 10：00〜12：00 老人福祉

センター

5 8/21
（木）

介護予防運動機能について
②講義と実技

身体教育医学研究所
横井佳代 13：30〜15：00 中央公民館

大会議室

６ 9/11
(木)

救急救命法
高齢者緊急時の対応 川西消防署 13：30〜15：00 中央公民館

大会議室

７ 10/9
(木)

認知症
地域で暮らしていくために

NPO法人やじろべー
中澤純一 13：30〜15：00 中央公民館

視聴覚室

８ 10/16
(木)

排泄について（認知症）
在宅で介護していくために

NPO法人やじろべー
有賀祐子 13：30〜15：00 中央公民館

視聴覚室

９ 11/6
(木)

介護技術の理解と実技①
腰痛予防と心地よい介護

信州短期大学部
関口昌利 13：00〜14：30 信州短期大学

介護実習室
バス
送迎

10 11/20
(木)

介護技術の理解と実技②
利用者本位の介護の実践

信州短期大学部
関口昌利 13：00〜14：30 信州短期大学

介護実習室
バス
送迎

11 12/2
（火）

介護予防
口腔機能について

永井歯科
永井　敏 13：30〜15：00 中央公民館

視聴覚室

12
＊＊　

1/8
(木)

コミュニケーションとは？①
共感し耳を傾けるために

NPO法人やじろべー
中澤純一 13：30〜15：00 中央公民館

視聴覚室

13 2/12
(木)

コミュニケーションとは？②
体験後のふりかえり

NPO法人やじろべー
中澤純一 13：30〜15：00 中央公民館

視聴覚室

14 2/26
(木)

仲間づくりのために
＜レクをとおして＞

レクリエーション講師
大塚寛美 13：30〜15：00 中央公民館

視聴覚室

福祉係
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地域包括支援センター・福祉係

地域包括支援センターです！こち ら 福祉係

すがすがしい季節がやってきました
自然の空気をいっぱい吸って体を動かすと心や体にいいだけでなく、いつもと違う出会いや発見があるかもしれません。
今年も大好評のはつらつウォーキング教室を７月より開催致します。大勢の皆様ご参加ください。

●対象者　　概ね65歳以上の町民のみなさん（３キロ～４キロ程度歩ける方）
●日　程　　７月１日㈫　７月15日㈫　７月29日㈫　 ８月19日㈫　  ８月26日㈫
　　　　　　９月２日㈫　９月16日㈫　９月30日㈫　10月 ７日㈫　 10月14日㈫　   　
●時　間　　午前９時30分～11時30分頃まで
●内　容　　ストレッチをした後、町内の名所周辺を３キロほど歩きます。
●講　師　　身体教育医学研究所　健康運動指導士
●持ち物　　タオル・水分・帽子等必要なもの
●費　用　　1,100円程度（行事用の任意保険料）
　　　　　　コース内容により女神湖周辺で食事をする場合がございます。その場合は自己負担となります。
●申込み　　６月10日㈫～20日㈮　先着30名程度　
　　　　　　地域包括支援センター　有線2311　電話56－2311までご連絡ください。

※教室の内容等は天候や講師の都合で変更になることがあります。

〈はつらつウォーキング教室〉～ビギナー編～

お願い：心臓や股関節等に持病がある方は、主治医にご相談の上、お申込みください。

現
況
届
の
提
出
に
つ
い
て

　
児
童
手
当
等
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
、
毎

年
６
月
中
に
「
現
況
届
」
を
提
出
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
届
は
６
月
１
日
現
在
の

養
育
状
況
を
記
載
し
て
い
た
だ
き
、
児
童
手
当

等
を
引
き
続
き
受
け
る
資
格
が
あ
る
か
ど
う
か

を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
提
出
が
な

い
と
６
月
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り

ま
す
。
町
で
は
、
受
給
者
（
前
年
度
受
給
者
）

あ
て
に
関
係
書
類
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
内
容

を
ご
確
認
の
う
え
、
必
ず
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

【
提
出
先
】　
福
祉
係

現
況
届
提
出
の
際
に
は
次
の
書
類
の
添
付
が

必
要
で
す

●
受
給
者
が
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
厚
生
年
金
等

加
入
者
の
場
合
は
健
康
保
険
証
の
写
し

　
（
国
民
健
康
保
険
加
入
者
は
不
要
で
す
。）

※
今
年
の
１
月
１
日
現
在
で
立
科
町
に
住
所
が

な
か
っ
た
方
は
前
住
所
地
の
市
区
町
村
が
発

行
す
る
児
童
手
当
用
証
明
書
の
提
出
が
必
要

と
な
り
ま
す
。）

　
町
で
は
、
災
害
が
発
生
し
た
時
や
災
害
の
お

そ
れ
が
あ
る
時
に
、
自
力
で
避
難
す
る
こ
と
が

困
難
な
方
（
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
方
な

ど
）
の
住
所
や
連
絡
先
な
ど
の
個
人
情
報
を
、

地
域
の
区
長
、
部
落
長
、
民
生
児
童
委
員
に
提

供
す
る
こ
と
に
同
意
さ
れ
た
方
々
の
台
帳
を
作

成
し
て
い
ま
す
。

・
登
録
内
容
の
更
新
や
新
規
の
登
録
等
、
年
１

回
情
報
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

・
こ
の
台
帳
へ
の
登
録
に
よ
り
、
適
切
な
避
難

救
助
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
各
地
域
の
状
況
に
合
わ
せ
た
、
見
守
り
や
支

援
体
制
を
話
し
合
う
き
っ
か
け
と
し
て
く
だ
さ

い
。援

護
を
必
要
と
す
る
方
へ

　
日
頃
か
ら
、
積
極
的
に
地
域
の
人
々
と
の
交

流
の
機
会
を
作
り
、
必
要
な
援
護
に
つ
い
て
理

解
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

援
護
を
必
要
と
す
る
方
の
近
所
の
方
へ

　

普
段
か
ら
、
積
極
的
な
声
掛
け
や
交
流
、

様
々
な
障
が
い
へ
の
理
解
や
支
援
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

福祉係

福祉係

児
童
手
当
等
受
給
者
の

み
な
さ
ん

「
現
況
届
」の
提
出
を

お
忘
れ
な
く

災
害
時
要
援
護
者

支
援
台
帳
に
つ
い
て



6広報たてしな  2014年６月
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病
は
あ
な
た
が
自
覚

し
な
い
う
ち
に
進
ん
で
い
ま
す

　
日
本
人
の
死
亡
原
因
の
５
割
以
上
を
占
め
て

い
る
の
が
、
が
ん
や
心
臓
病
、
脳
卒
中
と
い
っ

た
生
活
習
慣
病
で
す
。
長
年
に
渡
た
る
運
動
不

足
や
食
べ
過
ぎ
、
喫
煙
等
の
生
活
習
慣
に
よ
り

引
き
起
こ
さ
れ
ま
す
。

　
特
定
健
診
は
今
の
自
分
の
健
康
状
態
を
知
り
、

生
活
習
慣
病
の
発
症
を
予
防
し
、
重
症
化
を
防

ぐ
た
め
の
健
康
診
査
で
す
。

40
歳
以
上
の
国
保
加
入
者
の

皆
さ
ん
が
対
象
で
す

①
国
保
加
入
の
方

40
歳
以
上
の
国
保
加
入
者
は
、
町
の
特
定
健

診
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

②
国
保
に
加
入
し
て
い
な
い
方

加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
の
保
険
者
（
社
会

保
険
等
）
か
ら
の
案
内
に
従
っ
て
下
さ
い
。

③
30
歳
代
の
方

加
入
の
医
療
保
険
に
関
係
な
く
、
町
の
特
定

健
診
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

④
75
歳
以
上
の
方

無
料
で
町
の
特
定
健
診
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

但
し
、
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
等
、

特
定
健
診
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
。

始
ま
り
ま
す
よ
！

立
科
町
の
特
定
健
診

　
毎
日
歯
み
が
き
を
し
て
い
る
の
に
、
虫
歯
や

歯
周
病
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
人
い
ま
せ

ん
か
？
虫
歯
や
歯
周
病
を
防
ぐ
に
は
、
毎
日
の

歯
み
が
き
を
て
い
ね
い
に
し
て
、
歯
垢
を
し
っ

か
り
除
去
す
る
こ
と
が
第
一
歩
。「
み
が
い●

て

い
る
」
の
と
「
み
が
け●

て
い
る
」
の
は
違
う
こ

と
を
意
識
し
ま
し
ょ
う
。

効
果
的
な
み
が
き
方

　
と
に
か
く
、
食
べ
た
ら
み
が
く
を
心

が
け
、
１
本
ず
つ
丁
寧
に
み
が
き
ま

し
ょ
う
。
毛
先
を
軽
く
当
て
て
、
小
刻

み
に
動
か
す
こ
と
が
基
本
で
す
。
み
が

く
順
番
に
決
ま
り
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

み
が
き
始
め
る
箇
所
を
決
め
、
歯
の
表

側
、
裏
側
、
か
み
合
わ
せ
面
と
一
筆
書

き
の
よ
う
に
歯
を
３
周
す
る
つ
も
り
で

み
が
く
と
、
み
が
き
残
し
も
少
な
く
な

り
ま
す
。

＊
詳
し
く
は
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

町内医療機関（個別）
柳沢医院・岩下医院 ６月２日㈪〜

平成27年
　３月14日㈯町外医療機関（個別）

県内委託医療機関

集団健診（総合観光センター） ７月１日㈫

集団健診（老人福祉センター）

７月２日㈬〜
　７月７日㈪

８月１日㈮〜
　８月８日㈮

環境保健係

みんなで

食
育

目
指
せ
！
歯
み
が
き
の
達
人

─
自
分
に
合
っ
た
歯
の
み
が
き
方
を

マ
ス
タ
ー
し
よ
う 

─

歯
み
が
き
の
５
ポ
イ
ン
ト

●
力
を
入
れ
ず
に
軽
く
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ

●
小
型
の
歯
ブ
ラ
シ
で
み
が
く

●
歯
と
歯
肉
の
間
も
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ

●
夜
寝
る
前
は
特
に
て
い
ね
い
に

●
基
本
は
一
筆
書
き
を
３
周

歯
垢
が
つ
き
や
す
い
４
大
ゾ
ー
ン

●
奥
歯
の
後
ろ
や
裏
側

●
奥
歯
の
か
み
合
わ
せ
の
み
ぞ

●
前
歯
の
裏
側　

●
歯
と
歯
の
間

上の歯

奥歯の裏側

前歯の裏側

奥歯の
噛み合わせ
の溝

歯と歯の間

下の歯

●は歯垢がつきやすい部分



7 広報たてしな  2014年６月

かわいい表情や仕草でみんなを笑顔にし
てくれる我が家のアイドルです。
これからものびのびと育ってね。

羽
は

場
ば

 はなのちゃん（女）塩沢

翔ちゃんの笑顔に癒されます！
これからも元気に、そしてお姉ちゃんと
仲良く遊んでね。

田
た

中
なか

 翔
しょう

真
ま

ちゃん（男）西塩沢

お兄ちゃんよりご飯を食べる芽衣ちゃん。
これからもいっぱい食べて健康にすくすく
育ってね♡パパママより

土
つち

屋
や

 芽
め

衣
い

ちゃん（女）桐原

そうちゃん生まれてきてくれてありがとう!!
立科町の豊かな自然とまわりに感謝をし
大きく大きくなあれ！！

飯
いい

嶋
じま

 奏
そう

介
すけ

ちゃん（男）桐原

よく笑い、よく遊び、よく食べるこう
ちゃん。おにいちゃんといっぱい遊んで、
すくすく大きくなぁれ!!

関
せき

 晃
こう

太
た

ちゃん（男）赤沢

おにーに大好き♡食べるの大好き♡な
ひろくん。旺盛な好奇心で人生を切り
開いていってください。

片
かた

岡
おか

 寛
ひろ

人
と

ちゃん（男）赤沢

いっぱい遊んでいっぱい食べていっぱい
寝て元気に大きくなあれ！

名
な

和
わ

 汐
し

織
おり

ちゃん（女）茂田井

いつもお兄ちゃんの後を追いかけている
元気で明るい健ちゃん☆これからも兄弟
仲良く健やかに育ってね♡

中
なか

村
むら

 健
けん

誠
せい

ちゃん（男）赤沢

とても食いしん坊で、大好物はいちご。
お歌も大好きです。お兄ちゃんと沢山遊
んで笑って大きくなってネ♡

宮
みや

澤
ざわ

 こはるちゃん（女）町

平成25年５月生まれ〜平成25年６月生まれ　（10、11ヶ月児健診時に撮影）

大きく育て
子ども王国

立科に育つ子ども達を紹介します
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　町では田舎暮らしを支援するために、再利活用できる
「空き家」を募集しています。
　広く住民の皆様方から情報をいただくために、固定資産
税の納入通知書に「資産の有効活用しませんか？空き家バ
ンク登録物件募集中！」のチラシを同封いたしました。
　現在町外から「立科町に住みたい、住んでみたい」とい
う希望者が大勢いますが、この皆様方の希望に添えていな
いのが実態です。まだまだ、再利活用できる住宅が不足し
ていますので「売りたい・貸したい」希望の住宅がありま
したら、産業振興室までご連絡をお待ちしています。

空き家バンクに登録して、資産の有効活用しませんか！
再利活用できる住宅募集中！ 産業振興室

地域企画係

住宅 登録調査[町] 再利活用決定[資産の運用開始]

提供していただく住宅情報

流　　れ

住宅所有者の住所、氏名、電話番号、空き家の所在地等

連絡先　立科町役場　産業振興室　　電話  56−2311　有線2311（内線217）　FAX 56−2310

立科町では、地域経済の活性化を図るため、民間企業等の広告を有料で掲載しています。《お問い合わせ先；総務課財政係》

平
成
25
年
度

「
公
文
書
公
開
制
度
」と

「
個
人
情
報
保
護
制
度
」の

運
用
状
況
に
つ
い
て

立
科
町
公
文
書
公
開
条
例
第
16
条
の
規
定

に
よ
り
公
表

　
請
求
総
件
数　
　
７
件

　
公
開
件
数　
　
　
７
件

　
（
内 

全
部
公
開
７
件
、
部
分
公
開
０
件
）

　
非
公
開
件
数　
　
な
し

　
不
服
申
立
て
等　
な
し

立
科
町
個
人
情
報
保
護
条
例
第
22
条
の
規

定
に
よ
り
公
表

　
個
人
情
報
取
扱
い
事
務
の
登
録
件
数１

１
２
件

　
開
示
等
の
請
求
件
数　
な
し

　
公
文
書
公
開
制
度
は
、
町
が
持
つ
情

報
を
町
民
か
ら
の
請
求
に
応
じ
公
開
す

る
こ
と
を
定
め
、
行
政
執
行
上
で
生
じ

た
情
報
を
適
正
に
管
理
、
運
用
す
る
こ

と
を
責
務
と
し
て
い
ま
す
。

　
個
人
情
報
保
護
制
度
は
、
町
の
機
関

が
持
つ
個
人
情
報
の
開
示
、
訂
正
、
削

除
及
び
目
的
外
利
用
又
は
外
部
提
供
の

中
止
を
請
求
す
る
権
利
を
町
民
個
人
に

明
示
し
た
も
の
で
す
。
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月　日 項　　目 内　　容 講師・協力団体等

５月21日 水 開講式・記念講演 地域づくり実践者の話を聴き、地域づくりを
通じて潤いのある生き方などを学ぶ。

中嶋　豊さん
「信州山歩き地図  北信編・東信編」

著者
〈実施済〉

６月 ６日 金 ふれあい
ゲートボール教室

体力の維持向上と参加者相互の交流と親睦を
図る。 ゲートボール連盟

７月 ２日 水 クリーン活動 さわやかな季節の中、ウォーキングをしなが
らゴミ拾いを兼ねた社会貢献活動を行う。 社会福祉協議会との共催

７月19日 土 さわやかハイキング
高山植物の観察を通じ、自然保護への理解を
深めるとともに、町民相互の交流や体力の維
持向上を図る。（近隣の山を中心に計画）

山岳ガイド他

８月 ５日 火 郷土の歴史文化を学ぶ
教室

地域の歴史や文化を育んでいくためには、地
域を知ることが必要である。あるもの（埋も
れているもの）探しにより歴史や文化の活用
方策を考える。

埋蔵文化財発掘調査の
見学を予定

９月 ９日 火 研修旅行（日帰り）
県内外の生活・文化等に触れ、我が町を見つ
め直す機会とするとともに、相互の親睦と交
流を深める。

研修先は長野県内を予定

10月３日 金 ふれあい
マレットゴルフ教室　 技術の向上や参加者相互の交流と親睦を図る。 マレットゴルフクラブ

11月７日 金 郷土の歴史文化を学ぶ
教室　

地域の歴史や文化を育んでいくためには、地
域を知ることが必要である。あるもの（埋も
れているもの）探しにより歴史や文化の活用
方策を考える。

町内の集落を歩く
（地域の歴史文化に触れる）

12月 ３日 水 健康体操教室 運動することの大切さの理解に合わせ、簡単
な体操を身につける。 佐久平整形外科クリニック

１月14日 水 知識習得教室 専門家の話を聴き、健康や生きるための知識
を習得する。

地域包括支援センターとの
共催

１月21日 水 映画鑑賞会 名作・秀作に触れ、日本の文化・習慣を見つ
め直す。

２月 ４日 水 歌の教室 地域に伝わる歌などを後世に伝承していくこ
とも含め、みんなで元気に歌いつなぐ。

講師は、蓼科高校
熱中先生出前講座を予定

２月17日 火 身近な問題を学ぶ教室 身近な問題や社会情勢について学ぶ。 信州大学出前講座等の活用

３月10日 火 閉講式並びに
文化芸術鑑賞会 文化や芸術に触れる。 音楽鑑賞を予定

　「立科すずらん学級」では、参加者相互の交流のみならず地域づくりに欠くことのできない人材の発掘や育成もあ
わせ、「互いに学び、共に生きる」を合言葉に各種教室を計画しました。
　すずらん学級への参加により、個々の能力を地域で発揮できること及び仲間づくりやグループ活動の発展へとつな
がっていくことに期待をしています。
　なお、運営計画は講師の都合等により、日程や内容を一部変更する場合があります。広報、有線放送を通じてご案
内いたしますので、ご確認のうえ参加をお願いいたします。

平成26年度 公民館生涯学習講座

「立科すずらん学級」開催

立科町公民館（教育委員会  社会教育人権政策係）　　　電話  ５６−２３１１　有線  ２３１１（内線２５２）

教育委員会

※運営計画は、講師の都合等により、日程や内容を変更する場合もありますので、ご了承ください。
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こども未来館情報 ６月・７月 行事予定
皆さんのご来館をおまちしています

児童館事業の様子

※都合により内容などが変更となる場合がありますので、ご承知ください。
詳しくは毎月発行しております「なかよし広場だより」（未就学児向け）「こども未来館だより」（小学生向け）をご覧ください。

なかよし広場
★対象：就園前のお子さんと保護者
★時間：午前10時30分～
★日程及び内容
　６月 ４日（水）ちびっこ広場
　　　 ６日（金）ママのリラックス広場

（事前予約）
　　　 ９日（月）人形劇
　　　11日（水）ちびっこ広場
　　　18日（水）ちびっこ広場

　　19日（木）たまご広場
　　26日（木）親子運動遊び

７月 ２日（水）ちびっこ広場
　　 ８日（火）子育て講話
　　16日（水）ちびっこ広場
　　17日（木）たまご広場
　　24日（木）親子運動遊び

文化伝承教室
★対象及び時間：小学生　午後３時30分～

【将　棋】★日程：６月12日（木）・26日（木）
	 ７月10日（木）・24日（木）

【囲　碁】★日程：６月 ５日（木）・19日（木）
	 ７月 ３日（木）・17日（木）

【昔遊び】★日程：６月27日（金）、７月18日（金）

わくわく教室
★対象及び時間：小学生　午後３時30分～
★日程及び内容：６月 ９日（月）家族に手紙を書こう
　　　　　　　　　　16日（月）花摘みに行こう
　　　　　　　　　　23日（月）ピョンピョンがえるを作ろう
　　　　　　　　　　30日（月）七夕制作
　　　　　　　　７月 ７日（月）七夕飾り
　　　　　　　　　　14日（月）グループホーム訪問

学習･スポーツ教室
★対象及び場所と時間：
　小学生（登録児童のみ）
　立科小学校　午後３時～５時
★日程：６月 ４日（水）・11日（水）
　　　　　　18日（水）・25日（水）
　　　　７月 ２日（水）・16日（水）
　　　　　　23日（水）
★�内容：�学習アドバイザーの先生方に、予

習・復習等を教えていただくこと
ができます。

　　　　�学習終了後、３時30分より体育館
でスポーツ教室に参加できます。

ビーズ教室（要予約）
★対象及び時間：小学１・２・３年生
　　　　　　　　午前10時～
★日程及び内容： ７月26日（土）未定

アートチャレンジ教室（要予約）
★対象及び時間：小学生　午後１時30分～
★日程及び内容：
　７月29日（火）未定
　　　30日（水）未定
　　　31日（木）未定

I
I
I
I
I
I
I
I
I

木工制作たんじょう日

ちびっこ広場 放課後子ども教室

教育委員会
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新着図書

教育委員会

　全国人権擁護委員連合会と法務局では、子どものいじめや児童虐待などの様々な人権問題の解決を図るための取組
を強化することを目的に、全国一斉「子どもの人権110番」強化週間を実施し、それに伴う相談所が次のとおり開設
されます。お気軽に相談してください。

●日　　時　　平成26年６月29日㈰　午前10時～午後３時
●場　　所　　佐久市内２箇所　　野沢会館（佐久市野沢）・駒の里ふれあいセンター（佐久市望月）
●相談内容　　学校における「いじめ」などの子どもに関する問題等
●相 談 員　　人権擁護委員
●お問い合わせ先　　佐久市猿久保890-４　長野地方法務局佐久支局内
　　　　　　　　　　佐久人権擁護委員協議会事務局　電話  0267－67－2272
＊予約は不要です。相談は無料で秘密は厳守します。

人権が尊重される社会 人権だより 人権センター(社会教育人権政策係)

全国一斉「子どもの人権110番」強化週間（６月23日～６月29日）に伴い、相談所が開設されます

人権に
関する
専用電話

●みんなの人権１１０番	 ０５７０－００３－１１０（全国共通）
●子どもの人権１１０番	 ０１２０－００７－１１０（全国共通・無料）
●女性の人権ホットライン	 ０５７０－０７０－８１０（全国共通）
●長野地方法務局人権擁護課	 ０２６－２３５－６６３４
●長野地方法務局佐久支局	 ０２６７－６７－２２７２

図書室だより図書室だより お願いお願い 返却期限は守りましょう。本の予約待ちをしている人も
いますので借りた本は期限内に返却をお願いします。

「さようなら、オレンジ」
岩城　けい（著）　筑摩書房（出版）
オーストラリアの田舎町。アフリカ難民のサリマは、夫に逃げら
れ、２人の息子を育てつつ、職業訓練学校で英語を学びはじめる。
そこで、夫について渡豪して来た一人の日本人女性と出会う。
……………………………………………………………………………

「舞台」
西　加奈子（著）　講談社（出版）
ニュヨークを訪れた葉太は、滞在初日で盗難に遭い、無一文に。
虚栄心と羞恥心に縛られた葉太は、助けを求めることもできない
ままマンハッタンを彷徨う羽目になるが、決死の街歩きの末、衝
撃的な光景を目にする。
……………………………………………………………………………

「ランドセル俳人の五・七・五」
小林　凛（著）ブックマン社（出版）　　　　　
たった944ｇで生まれた男の子。入学と同時に壮絶ないじめを受
けるが、母は不登校という選択をした。少年が詠んだ、自身を支
えてくれた俳句をはじめ、母や祖母の文章も収録。

「俳句があるから、僕は生きていける。」
……………………………………………………………………………

「槍ヶ岳山頂」
川端　誠（作）　ＢＬ出版（出版）
小学５年生の少年が、父と燕岳と槍ヶ岳を２泊３日で縦走する。
険しい山道、急な下り坂、激しい雨、足元しか見えないような濃
いガス。それらを乗り越えた先には…。
実際のルートや克明な登山時間、高山植物の紹介など、写実的な
描写で山の魅力が満載の絵本。

図書室利用案内

●月曜日～土曜日　午前９時30分～午後６時
　　　　　　　　　（土曜日は午後５時）
●日曜・祭日　　　午後１時～午後５時
＊お一人  ４冊まで  ２週間借りられます

開室時間

乳幼児のためのおはなし会
日時　６月25日㈬　午前10時30分～
場所　中央公民館　視聴覚室
対象　０歳児～
テーマ　「しとしと」
大型絵本・パネルシアターなど親子でお楽しみください

お知らせ 「ちゅうりっぷの会」による

立科町公民館（教育委員会  社会教育人権政策係）　有線 4000

教育委員会
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先
人
の
教
訓
と
知
恵
を
伝
え
る
こ
と
わ
ざ
や

格
言
、
故こ

事じ

成せ
い

語ご

に
は
、
次
の
よ
う
な
、
相
反

す
る
教
え
を
説と

く
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
「
善
は
急
げ
」「
巧こ

う

遅ち

は
拙せ

っ

速そ
く

に
如し

か
ず
」

←
→
「
急せ

い
て
は
事
を
仕
損
じ
る
」「
急
が
ば

回
れ
」「
待
て
ば
海
路
の
日ひ

和よ
り

あ
り
」（
よ
い
こ

と
は
直
ち
に
実
行
し
な
さ
い
、
下
手
で
も
早
く

仕
上
げ
た
ほ
う
が
よ
い
と
い
う
教
え
に
対
し
て
、

急
ぐ
と
、
失
敗
す
る
と
い
う
教
え
）

　
「
虎こ

穴け
つ

に
入
ら
ず
ん
ば
虎こ

子し

を
得
ず
」
←
→

「
君く

ん

子し

危
う
き
に
近
寄
ら
ず
」（
危
険
を
冒
さ
な

け
れ
ば
、
大
き
な
目
的
は
達
成
で
き
な
い
と
い

う
教
え
に
対
し
て
、
教
養
が
高
く
、
立
派
な
人

は
危
険
に
は
近
づ
か
な
い
と
い
う
教
え
）

　
「
三
度
目
の
正
直
」
←
→
「
二
度
あ
る
こ
と

は
三
度
あ
る
」（
一
回
目
や
二
回
目
は
当
て
に

な
ら
ず
、
三
回
目
の
結
果
が
正
し
い
と
い
う
教

え
に
対
し
て
、
二
度
起
こ
っ
た
こ
と
は
三
度
目

も
起
こ
る
と
い
う
教
え
）

　
「
二に

兎と

追
う
者
は
一い

っ

兎と

も
得
ず
」「
虻あ

ぶ

蜂は
ち

取
ら

ず
」
←
→
「
一
石
二
鳥
」「
一い

っ

挙き
ょ

両り
ょ
う

得と
く

」（
欲

張
っ
て
一
度
に
二
つ
の
こ
と
を
し
よ
う
と
し
て

も
、
ど
ち
ら
も
う
ま
く
い
か
な
い
と
い
う
教
え

に
対
し
て
、
一
つ
の
こ
と
を
し
て
同
時
に
二
つ

の
利
を
得
る
と
い
う
教
え
）

　
「
大
は
小
を
兼か

ね
る
」
←
→
「
杓し

ゃ
く

子し

は
耳み

み

掻か

き
に
な
ら
ず
」（
大
き
い
物
は
小
さ
い
物
の
代

わ
り
に
な
る
と
い
う
教
え
に
対
し
て
、
大
き
い

物
が
必
ず
し
も
小
さ
い
物
の
代
わ
り
に
な
る
と

は
限
ら
な
い
と
い
う
教
え
）

　
「
鶏け

い

口こ
う

牛ぎ
ゅ
う

後ご

」
←
→
「
寄
ら
ば
大
樹
の
陰
」

（
大
き
な
組
織
の
下
に
い
る
よ
り
、
小
さ
な
組

織
で
も
上
に
立
つ
ほ
う
が
よ
い
と
い
う
教
え
に

対
し
て
、
身
を
寄
せ
る
な
ら
、
勢
力
の
あ
る
大

き
な
組
織
の
ほ
う
が
よ
い
と
い
う
教
え
）

　
「
金か

ね

は
天
下
の
回
り
物
」
←
→
「
金
は
片か

た

行い

き
」（
金
は
常
に
世
の
中
を
回
っ
て
い
る
の
で
、

真ま

面じ

目め

に
働
い
て
い
れ
ば
、
そ
の
う
ち
に
必
ず

回
っ
て
く
る
と
い
う
教
え
に
対
し
て
、
金
は
、

持
っ
て
い
る
者
の
所
に
ど
ん
ど
ん
集
ま
り
、

持
っ
て
い
な
い
者
に
は
な
か
な
か
回
っ
て
こ
な

い
と
い
う
教
え
）

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
わ
ざ
や
格
言
は
、
明
ら
か

に
矛む

盾じ
ゅ
んす

る
教
え
を
説
い
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
矛
盾
を
超
え
た
、
先
人
の
迷
え
る

人
々
に
対
す
る
慈い

つ
くし
み
を
感
ず
る
か
ら
な
の
で

し
ょ
う
か
、
老
生
の
知
る
限
り
、
そ
の
矛
盾
に

目
く
じ
ら
を
立
て
る
人
は
い
ま
せ
ん
。
正
反
対

の
ケ
ー
ス
に
も
当
て
は
ま
る
教
訓
や
「
逃
げ

場
」
が
周
到
に
用
意
さ
れ
、
そ
の
時
の
状
況
及

び
心
理
状
態
に
応
じ
て
、
自
分
自
身
を
決
定
的

に
傷
付
け
な
い
教
え
が
選せ

ん

択た
く

で
き
る
の
は
、
ま

こ
と
に
有あ

り

難が
た

い
こ
と
で
す
。

　
た
と
え
ば
、
二
度
失
敗
し
た
後
、
三
度
目
に

も
挑
戦
す
る
と
き
は
、「
三
度
目
の
正
直
」
と

い
う
教
え
に
す
が
り
、
逆
に
、
三
度
目
に
挑
戦

し
な
い
と
き
は
、「
二
度
あ
る
こ
と
は
三
度
あ

る
」
と
い
う
教
え
を
判
断
の
根
拠
と
し
、
気
持

ち
を
納
得
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

§

　
今
日
の
情
報
化
社
会
に
お
い
て
は
、
こ
と
わ

ざ
や
格
言
の
矛
盾
な
ど
と
は
比
べ
よ
う
も
な
い

ほ
ど
複
雑
で
、
多た

岐き

に
わ
た
る
情
報
や
主
張
、

提
言
、
意
見
が
氾は

ん

濫ら
ん

し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、「
一
体
、
ど
の
情
報
が
正
し
い

の
だ
ろ
う
？　
ど
の
情
報
を
自
分
の
行
動
や
判

断
の
根
拠
に
し
た
ら
よ
い
の
だ
ろ
う
？
」
と
迷

い
、
自
信
を
持
っ
て
情
報
選
択
す
る
こ
と
が
で

き
ず
に
困
っ
て
い
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
教
育
相
談
員
は
、
政
治
的
目
的
の
た
め
に
、

特
定
の
主
義
・
主
張
を
喧け

ん

伝で
ん

し
た
り
、
押
し
付

け
た
り
、
ま
た
、
否
定
し
た
り
す
る
よ
う
な
政

治
的
行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い
、
と
自
覚
し
て

い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
次
に
政
治
の
領
域
に

も
触ふ

れ
ま
す
が
、
決
し
て
政
治
的
目
的
で
は
な

く
、
今
日
の
子
育
て
及
び
教
育
の
大
変
さ
の
背

景
に
あ
る
要
因
と
し
て
挙
げ
ま
し
た
の
で
、
そ

の
旨む

ね

、
ご
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

○「
護ご

憲け
ん

」
を
唱と

な

え
る
人
が
い
ま
す
。
一
方
、

「
改か

い

憲け
ん

」
を
唱
え
る
人
が
い
ま
す
。

○「
日
本
は
、
過
去
の
反
省
と
教
訓
を
基も

と

に
永

久
に
戦
争
を
放ほ

う

棄き

す
る
平
和
国
家
で
あ
る
。」

と
信
じ
つ
つ
、
日
本
を
先
導
す
る
リ
ー
ダ
ー

の
言
動
や
国
策
に
不ふ

穏お
ん

な
足
音
を
感
じ
、
日

本
の
前
途
を
憂う

れ

え
る
人
が
い
ま
す
。
一
方
、

「
日
本
は
、
絶
対
に
他
国
を
侵し

ん

略り
ゃ
くし
な
い
が
、

シリーズ　一緒に考えましょう！

立科町教育相談員　岩上起美男

「頑
がん

張
ば

れ、もっと頑張れ！」と
「頑張らなくてもいい。」

～相反する情報と価値観の渦
か

中
ちゅう

で～

教育委員会相談時間等

●立科小学校/午前９時〜午前11時30分 
　電話 56−3131 （呼）・有線2190（呼）
●立科中学校／午後２時〜午後５時
　電話 56−1076（呼）・有線2251（呼）
●立科町児童館／
　午前 11時40分〜午後１時30分
　電話 56−0303（直通）
　有線 8889（直通）

※予約をされる方は児童館または小・中学校の
　教頭先生へご連絡をお願いします。

月・水・金曜日
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乗
せ
て
し
ま
っ
た
。」
と
指
摘
す
る
人
が
い

ま
す
。

○「
昔
は
よ
か
っ
た
。」
と
言
う
人
が
い
ま
す
。

一
方
、「
昔
も
今
も
、
人
間
の
我が

欲よ
く

は
変
わ

ら
な
い
。」
と
言
う
人
が
い
ま
す
。

○「
混こ

ん

迷め
い

の
時
代
で
あ
る
今
こ
そ
、
父ふ

権け
ん

を
復

活
さ
せ
た
い
。」
と
提
唱
す
る
人
が
い
ま
す
。

一
方
、「
日
本
に
は
、
元
々
個
の
人
間
性
か

ら
に
じ
み
出
る
よ
う
な
父
権
は
な
か
っ
た
。

あ
っ
た
の
は
、
家
長
制
度
に
よ
っ
て
奉

た
て
ま
つら

れ
た
父
権
で
あ
り
、
復
活
さ
せ
る
意
味
が
な

い
。」
と
反
論
す
る
人
が
い
ま
す
。

　
相
反
す
る
情
報
は
、
政
治
や
歴
史
な
ど
の
分

野
に
止と

ど

ま
ら
ず
、
子
育
て
及
び
学
校
教
育
の
場

に
お
い
て
も
飛
び
交か

っ
て
い
ま
す
。

○
子
ど
も
た
ち
に
、「
頑が

ん

張ば

れ
、
も
っ
と
頑
張

れ
！
」
と
言
う
人
が
い
ま
す
。
一
方
、「
頑

張
ら
な
く
て
も
い
い
。」
と
言
う
人
が
い
ま

す
。

○
問
題
の
な
い
学
校
が
「
よ
い
学
校
」
と
考
え

他
国
に
侵
略
さ
れ
、
国
民
の
命
と
国
土
が
脅お

び
や

か
さ
れ
る
よ
う
な
事
態
に
な
れ
ば
、
断だ

ん

固こ

と

し
て
戦
う
べ
き
で
あ
る
。」
と
考
え
る
人
が

い
ま
す
。

○
社
会
科
（
歴
史
）
の
検
定
教
科
書
に
は
、

「
史
実
」
が
記き

載さ
い

さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
一
方
、
そ
の
「
史
実
」
の
一
部

は
虚き

ょ

構こ
う

で
あ
り
、「
歴
史
の
真
実
」
を
見
直

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
す
る
人
が
い

ま
す
。

○「
原
発
は
必
要
」
と
考
え
る
人
が
い
ま
す
。

一
方
、「
原
発
は
不
必
要
」
と
考
え
る
人
が

い
ま
す
。

○「
地
球
温
暖
化
は
、
今
日
の
最
重
要
課
題
で

あ
り
、
そ
の
主
因
で
あ
る
二
酸
化
炭
素
の
排

出
量
を
削さ

く

減げ
ん

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と

主
張
す
る
人
が
い
ま
す
。
一
方
、「
地
球
が

温
暖
化
し
て
い
る
の
は
事
実
だ
が
、
二
酸
化

炭
素
が
主
因
で
は
な
い
。
地
球
環
境
を
守
る

た
め
に
は
、
温
暖
化
よ
り
も
、
寒
冷
化
と
資

源
・
食
糧
の
不
足
、
水
・
空
気
の
化
学
汚
染

の
ほ
う
が
深
刻
。」
と
訴う

っ
たえ

る
人
が
い
ま
す
。

○「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
輝
か
し
い
地
球
社

会
を
建
設
す
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
情
報
の

大
動
脈
と
な
る
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
。」
と
説

く
人
が
い
ま
す
。
一
方
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
は
、
長
期
に
わ
た
っ
て
否
定
的
な
社
会
的

影
響
を
及
ぼ
す
側
面
が
あ
り
、
特
に
、
有
害

情
報
対
策
が
不
十
分
な
日
本
で
は
、「
子
ど

も
を
不
幸
に
巻
き
込
む
ネ
ッ
ト
利
用
の
波
に

る
人
が
い
ま
す
。
一
方
、
問
題
が
あ
っ
て
も
、

学
校
に
集つ

ど

う
す
べ
て
の
人
が
、
学
校
の
課
題

や
問
題
点
を
共
有
し
て
、
そ
の
解
決
や
克
服

の
た
め
に
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
む
学
校
が

「
よ
い
学
校
」
と
考
え
る
人
が
い
ま
す
。

○
日
本
が
国
際
競
争
に
落ら

く

伍ご

し
な
い
た
め
に
、

日
本
の
子
ど
も
は
、「
学
力
世
界
一
」
に
返

り
咲
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言
う
人
が
い

ま
す
。
一
方
、「
学
力
世
界
一
」
よ
り
も
、

「
豊
か
な
心
」
や
「
健
や
か
な
体
」
を
育は

ぐ
くむ

こ
と
が
大
切
と
言
う
人
が
い
ま
す
。

○
幼
児
期
か
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
や
芸
術
に
取
り
組

ま
せ
る
「
早そ

う

教き
ょ
う

育い
く

」
を
提
唱
す
る
人
が
い

ま
す
。
そ
し
て
、
ソ
チ
五
輪
金
メ
ダ
リ
ス
ト

の
羽
生
結
弦
選
手
が
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト

を
始
め
た
の
が
４
歳
の
と
き
、
浅
田
真
央
選

手
は
５
歳
の
と
き
で
す
が
、
３
歳
か
ら
バ
レ

エ
を
始
め
た
と
聞
き
ま
す
と
、
我
が
子
に
も

「
早
教
育
」
を
施ほ

ど
こし

た
い
と
考
え
る
人
が
い

ま
す
。
一
方
、
幼
児
期
の
発
達
課
題
の
達
成

を
大
切
に
す
べ
き
で
、「
早
教
育
」
は
必
要

な
い
と
主
張
す
る
人
が
い
ま
す
。

○「
し
つ
け
は
３
歳
ま
で
に
」
と
い
う
説
が
あ

り
ま
す
。
一
方
、
し
つ
け
は
４
歳
以
降
で
十

分
と
説
く
人
が
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
相
反
す
る
情
報
と
価
値
観
の
渦か

中ち
ゅ
うで

、
戸
惑
い
や
不
安
を
感
じ
て
い
る
親
御
さ

ん
に
、
対
極
に
あ
る
一
方
の
価
値
を
、
安あ

ん

易い

に

「
可
」（
も
し
く
は
「
不
可
」）
と
申
し
上
げ
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
な
ぜ
な
ら
、
教
育
相
談
員
自
身
、
こ
と
わ
ざ

や
格
言
の
相
反
す
る
教
え
に
つ
い
て
は
自
分
な

り
に
納
得
で
き
て
も
、
情
報
を
伝
え
る
側
の
思お

も

惑わ
く

と
か
、
言
葉
に
よ
る
伝
達
の
限
界
性
と
か
が

入
り
混
じ
っ
た
、
今
日
の
膨ぼ

う

大だ
い

な
情
報
の
真し

ん

偽ぎ

が
分
か
ら
ず
、
常
に
漠ば

く

然ぜ
ん

と
し
た
不
安
と
危
機

感
を
抱
い
て
い
る
か
ら
で
す
。

　
し
か
し
そ
れ
で
も
な
お
、
氾
濫
す
る
子
育
て

情
報
に
振
り
回
さ
れ
な
い
た
め
に
、
次
の
一
点

に
つ
い
て
は
、
何
と
し
て
も
申
し
上
げ
た
い
と

存
じ
ま
す
。

　
「
か
け
が
え
の
な
い
、
無
二
の
存
在
で
あ
る

我
が
子
に
無
条
件
の
愛
情
を
抱
き
、
我
が
子
の

健
や
か
な
成
長
を
誰
よ
り
も
強
く
願
う
親
と
し

て
の
自
分
が
、
そ
の
時
、
そ
の
場
で
感
ず
る
我

が
子
へ
の
思
い
こ
そ
、
最
も
信
頼
で
き
る
子
育

て
情
報
で
す
。」

　
起
案
か
ら
印
刷
、
校
正
な
ど
の
プ
ロ
セ
ス
を

経
る
た
め
、
掲
載
月
の
１
ヶ
月
半
以
前
に
拙
稿

を
書
く
の
が
常
で
す
が
、
今
（
４
月
中
旬
）、

「
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｐ
細
胞
問
題
」
が
、
連
日
、
か
ま
び

す
し
く
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
風
化
の
目
ま
ぐ
る
し
い
ご
時
世
、
６
月
こ
ろ

に
は
、
メ
デ
ィ
ア
の
関
心
は
他
に
移
り
、
こ
の

大
騒
動
も
人
々
の
記き

憶お
く

か
ら
消
え
て
し
ま
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
案
じ
て
い
ま
す
。

　
万
能
細
胞
「
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｐ
細
胞
」
と
い
う
も
の

は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
…
…
。
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毎
日
、
蛇
口
を
ひ
ね
る
と
、
水
が
出
る
の
が

当
た
り
前
の
時
代
で
も
あ
り
ま
す
。

　
水
道
が
無
か
っ
た
時
代
の
こ
と
を
考
え
て
み

ま
す
と
、
便
利
な
時
代
に
な
り
ま
し
た
。

　
新
聞
紙
上
で
は
、
世
界
的
に
水
不
足
と
言
わ

れ
て
お
り
、
外
国
資
本
が
森
林
の
買
収
に
よ
り

地
下
水
を
く
み
上
げ
、
水
を
売
る
と
言
う
話
で

す
が
、
立
科
町
は
先
人
の
お
か
げ
で
、
水
源
は

湧
水
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
水
の
あ
り
が
た
さ
を
も
う
一
度
考
え
て
見
る
、

良
い
機
会
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
皆
さ
ん
の
家
庭
に
は
、
水
道
の
メ
ー

タ
ー
が
あ
る
の
は
ご
存
知
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
立
科
町
で
は
、
平
成
８
年
に
有
線
回
線
を
利

用
し
て
の
、
自
動
検
針
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す

が
、
地
下
部
分
の
親
メ
ー
タ
ー
と
、
地
上
で
も

使
用
量
等
が
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
電
子

カ
ゥ
ン
タ
ー
の
、
２
つ
が
付
い
て
い
ま
す
。

　
自
動
検
針
の
場
合
、
漏
水
等
の
警
報
が
役
場

中
央
監
視
室
へ
通
報
さ
れ
ま
す
が
、
自
動
検
針

以
外
の
場
合
の
漏
水
情
報
は
、
電
子
カ
ウ
ン

タ
ー
で
の
確
認
及
び
、
不
凍
栓
等
で
の
音
が
し

て
い
る
場
合
の
確
認
だ
け
で
、
他
に
は
な
い
状

況
で
す
。

　
電
子
カ
ウ
ン
タ
ー
の
便
利
な
点
は
、
親
メ
ー

タ
ー
の
情
報
が
電
子
カ
ウ
ン
タ
ー
へ
通
信
さ
れ
、

漏
水
等
の
表
示
が
地
上
で
確
認
で
き
る
と
こ
ろ

に
あ
り
ま
す
。

　
水
を
使
用
し
て
い
る
場
合
は
、
水
が
出
て
い

る
表
示
を
示
し
ま
す
。

　
普
段
家
庭
で
水
を
使
用
し
て
い
な
い
時
、
こ

の
表
示
を
示
し
て
い
る
場
合
は
ど
こ
か
漏
水
し

て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
上
下
水
道

係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
普
段
電
子
カ
ウ
ン
タ
ー
を
ご
覧
に
な

る
の
も
漏
水
等
の
早
期
発
見
に
つ
な
が
り
ま
す
。

６月１日～６月７日まで
全国一斉に水道週間です

水道
週間

　
水
道
メ
ー
タ
ー
は
、
計
量
法
に
よ
り
８

年
に
一
度
交
換
を
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
。

　
毎
年
、
春
と
秋
の
２
回
に
分
け
実
施
し

て
お
り
ま
す
が
、
今
年
の
春
の
交
換
は
５

月
14
日
か
ら
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
事
前
に
、
交
換
作
業
の
通
知
が
送
付
さ

れ
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
尚
、
交
換
に
係
る
費
用
に
つ
い
て
は
、

通
常
で
は
ご
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
止

水
栓
が
古
い
お
宅
や
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク

ス
が
破
損
等
し
て
い
る
お
宅
に
つ
き
ま
し

て
は
、
購
入
負
担
を
お
願
い
す
る
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
ご
不
明
な
点
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
上

下
水
道
係
ま
で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

水
道
メ
ー
タ
ー
器
の

定
期
交
換
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
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　議会本会議の傍聴を希望される方は、当日開会の30分前から
受付しますので、お出かけください。

 ６月 ５日㈭　午前10時　本会議（提案説明）
　　  ６日㈮　午前10時　本会議（議案質疑、委員会付託）
　　  ９日㈪　午後１時30分　社会文教観光常任委員会
　　 10日㈫　午後１時30分　総務経営常任委員会
　　 11日㈬　午前10時　本会議（一般質問）
　　 12日㈭　午前10時　本会議（一般質問）
　　 16日㈪　午後 ２時　本会議（委員長報告・討論・採決）

６月定例議会日程（予定）

議会事務局

町議会開催のお知らせ

区　
長　
会

会
長　
　
伊
藤　
宗
久
（
茂
田
井
）

副
会
長　
清
水　
　
譲
（
町
）

　
　
　
　
佐
藤　
　

（
牛
鹿
）

　
　
　
　
成
澤　
武
男
（
細
谷
）

部
落
長
会

会
長　
　
矢
島　
明
義
（
藤
沢
）

副
会
長　
保
科　
正
幸
（
町
４
）

　
　
　
　
川
﨑　
勝
美
（
日
中
）

　
　
　
　
中
島　
久
雄
（
西
町
）

監
事　
　
今
井　
正
靖
（
塩
沢
）

　
　
　
　
両
川　
仁
一
（
仲
町
２
）

区
長
名
簿　

蓼　
科　
　
　
中
村　
直
貴

古　
町　
　
　
山
浦　
正
志

町　
　
　
　
　
清
水　
　
譲

野　
方　
　
　
小
林　
由
幸

大　
城　
　
　
矢
田　
精
一

赤　
沢　
　
　
武
井　
典
雄

山　
部　
　
　
小
林　
一
雄

牛　
鹿　
　
　
佐
藤　
　

宇　
山　
　
　
今
井　
喜
秋

塩　
沢　
　
　
今
井　
正
靖

西
塩
沢　
　
　
六
川　
忠
幸

藤　
沢　
　
　
矢
島　
明
義

蟹　
原　
　
　
今
井　
巻
男

桐　
原　
　
　
中
村　
茂
弘

細　
谷　
　
　
成
澤　
武
男

茂
田
井　
　
　
伊
藤　
宗
久

部
落
長
名
簿

蓼
科
１　
　
　
中
野　
安
佐
子

蓼
科
２　
　
　
宮
下　
恒
幸

蓼
科
３　
　
　
岩
田　
敏
嗣

蓼
科
４　
　
　
池
の
平
ホ
テ
ル　
総
務
課

中
尾
・
美
上
下　
依
田　
賢
一

姥
ケ
懐　
　
　
戸
塚　
修
一

古
町
１　
　
　
高
尾　
知
之

古
町
２　
　
　
山
浦　
正
志　
※

町　
１　
　
　
青
木　
民
男

町　
２　
　
　
山
浦　
昌
義

町　
３　
　
　
中
村　
昌
訓

町　
４　
　
　
保
科　
正
幸

野
方
１　
　
　
笹
井　
　
茂

野
方
２　
　
　
小
林　
由
幸　
※

和　
子　
　
　
菊
地　
七
男

赤　
沢　
　
　
平
原　
雅
秋

中　
原　
　
　
川
瀬
喜
和
男

日　
向　
　
　
金
子
今
朝
満

大　
城　
　
　
山
寺　
清
治

上　
房　
　
　
永
井　
三
雄

山　
部　
　
　
塩
澤　
孝
次

真　
蒲　
　
　
木
村　
英
志

平　
林　
　
　
吉
村　
輝
雄

滝　
神　
　
　
佐
藤　
義
徳

牛　
鹿　
　
　
浦
野　
博
克

柳　
沢　
　
　
小
倉　
秋
男

外　
倉　
　
　
今
井　
文
夫

五
輪
久
保　
　
栁
澤　
徳
雄

虎
御
前　
　
　
片
桐　
栄
一

蟹　
窪　
　
　
今
井　
規
和

日　
中　
　
　
川
﨑　
勝
美

大
深
山　
　
　
小
池　
宗
利

立　
石　
　
　
山
浦　
一
夫

石　
川　
　
　
高
橋　
由
嗣

塩　
沢　
　
　
今
井　
正
靖　
※

西
塩
沢　
　
　
六
川　
忠
幸　
※

藤　
沢　
　
　
矢
島　
明
義　
※

蟹　
原　
　
　
今
井　
巻
男　
※

桐　
原　
　
　
中
村　
茂
弘　
※

細　
谷　
　
　
成
澤　
武
男　
※

西　
町　
　
　
中
島　
久
雄　

田　
町　
　
　
伊
藤　
裕
一

仲
町
１　
　
　
武
重　
喜
人

仲
町
２　
　
　
両
川　
仁
一

東　
町　
　
　
山
之
上　
浩

※ 

区
長
兼
務

平
成
26
年
度 

区
長
会・部
落
長
会
の
役
員
が
決
ま
り
ま
し
た
（
敬
称
略
）

交通安全
庶務係

　最近、長野県内では、交通死亡事故が短
い期間に連続して発生しています。

●横断歩道の近くや交差点では、必ずス
ピードを落として安全確認をしましょう。

●道路を横断するときは、しっかり安全を
確認してから横断しましょう。

●夜間の歩行は大変危険です。夜光反射材
や懐中電灯などを持って、目立つように
しましょう。

交通ルールを守り、
事故に気を付けましょう！
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　あなたの心は健康ですか？　職場における
メンタルヘルスの相談窓口を開設します。
　産業カウンセラーが親身にあなたの悩みを
お聞きします。

時　　　間　午後１時〜　　秘密厳守・相談無料
申し込み先　長野県東信労政事務所（上田市材木町1-2-6　合同庁舎）
　　　　　　電話　0268−25−7144
＊相談希望日の1週間前までに電話予約をお願いします。
　（急を要する場合は、開催日以外でも相談をお受けしますので、ご連絡ください。）

働く人のメンタルヘルス相談処　陽だまりプレース

開
設
予
定
日

佐久勤労者福祉センター
（佐久市佐久平駅南）

上田合同庁舎
（上田市材木町１丁目）

平成26年 7月  1日㈫
	 8月  5日㈫
	 9月  2日㈫
	 10月  7日㈫
	 11月  4日㈫
	 12月  2日㈫

平成26年 6月19日㈭
	 7月17日㈭
	 8月21日㈭
	 9月18日㈭
	 10月16日㈭
	 11月20日㈭
	 12月18日㈭

平成27年 1月15日㈭
	 2月19日㈭
	 3月19日㈭

平成27年 1月20日㈫
	 2月  3日㈫
	 3月  3日㈫

仕事のストレスで
眠れない……

職場の人間関係で
悩んでいる……例えば…

IN
F
O
R
M
A
T
IO
N

権
現
の
湯

「
お
楽
し
み
カ
ラ
オ
ケ
発
表
会
」開
催

　
カ
ラ
オ
ケ
を
愛
す
る
皆
さ
ん
、
日
頃
の
練
習

の
成
果
を
発
表
し
て
見
ま
せ
ん
か
。

日
時　
６
月
24
日
㈫　
午
前
11
時
～
開
会

場
所　
権
現
の
湯
カ
ラ
オ
ケ
ル
ー
ム

募
集
人
員　
先
着
45
名
様

参
加
料　
無
料
（
入
館
券
は
購
入
く
だ
さ
い
。）

募
集
期
間　
６
月
２
日
㈪
～
６
月
16
日
㈪

　
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　
詳
し
く
は
権
現
の
湯
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

権
現
の
湯

電
話　
５
６
─
０
６
０
６　
有
線　
４
１
２
６

IN
F
O
R
M
A
T
IO
N

食
生
活
改
善
推
進
員
養
成
講
座

受
講
者
募
集

　
食
生
活
改
善
推
進
員
（
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
）
と

は
、
家
族
の
健
康
管
理
か
ら
近
隣
、
地
域
住
民

お
知
ら
せ

T
A
T
E
S
H
IN
A
 IN
F
O
R
M
A
T
IO
N

へ
と
食
生
活
の
改
善
を
中
心
と
し
て
、
地
域
で

の
健
康
づ
く
り
の
担
い
手
と
し
て
活
躍
す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

　
こ
の
講
座
で
、
健
康
づ
く
り
の
３
本
柱
で
あ

る
食
生
活
・
運
動
・
休
養
に
つ
い
て
の
正
し
い

知
識
と
技
術
を
学
び
、
よ
り
良
い
健
康
生
活
の

実
践
者
と
し
て
健
康
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く

食
生
活
改
善
推
進
員
に
な
る
た
め
の
勉
強
を
始

め
ま
せ
ん
か
。

対
象　
佐
久
地
域
に
在
住
で
、
食
生
活
を
通
し

た
健
康
づ
く
り
を
目
的
と
し
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
関
心
の
あ
る
方
（
性
別

問
い
ま
せ
ん
）

会
場　
小
海
町
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
　
（
南
佐
久
郡
小
海
町
大
字
豊
里
７
９
８
）

定
員　
10
名
（
申
し
込
み
順
）

内
容　
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
講
話
・
調
理
実

習
な
ど

参
加
費
用　
調
理
実
習
代
等

　
　
　
　
　
１
、０
０
０
円
程
度

講 座 日 時

回数 日　　付 時　　間

１  ８月 ６日㈬ 9時30分～14時30分

２  ９月 ３日㈬ ９時30分～15時

３  ９月29日㈪ ９時30分～15時

４ 11月 ４日㈫ ９時30分～15時

TATESHINA INFORMATION
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申
し
込
み
期
間　

　
　
　
　
７
月
４
日
㈫
か
ら
７
月
18
日
㈮
ま
で

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

佐
久
保
健
福
祉
事
務
所　
健
康
づ
く
り
支
援
課

電　
話　
０
２
６
７
（
６
３
）
３
１
６
３

Ｆ
Ａ
Ｘ　
０
２
６
７
（
６
３
）
３
２
２
１
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６
月
は「
外
国
人
労
働
者
問
題

啓
発
月
間
」で
す

　
事
業
主
の
方
が
外
国
人
労
働
者
を
雇
用
す
る

場
合
は
、
事
前
に
適
法
に
就
労
で
き
る
「
在
留

資
格
」
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
外
国
人
労
働
者

の
雇
入
れ
・
離
職
時
に
は
、
氏
名
、
在
留
資
格
、

在
留
期
限
、
国
籍
等
を
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
届
け

出
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

国
内
で
就
労
し
て
い
る
外
国
人
労
働
者
に
は
、

日
本
人
労
働
者
と
同
様
に
労
働
基
準
法
な
ど
の

労
働
関
係
法
令
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

佐
久
公
共
職
業
安
定
所
サ
ー
ビ
ス
部
門

（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
佐
久
）　

電　
話　
０
２
６
７
（
６
２
）
８
６
０
９
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F
O
R
M
A
T
IO
N

守
ろ
う
！
電
波
の
ル
ー
ル

　
６
月
１
日
か
ら
10
日
は
、
電
波
利
用
環
境
保

護
周
知
啓
発
強
化
期
間
で
す
。
私
た
ち
み
ん
な

の
財
産
で
あ
る
電
波
の
良
好
な
利
用
環
境
を
守

る
た
め
、
不
法
無
線
局
を
な
く
し
、
電
波
を
正

し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。

　
電
波
に
関
す
る
こ
と
は
、
信
越
総
合
通
信
局

ま
で
お
気
軽
に
御
相
談
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

信
越
総
合
通
信
局

★
無
線
設
備
へ
の
混
信
・
妨
害
及
び
違
法
な
無

線
設
備
の
情
報
に
関
す
る
こ
と

　
・
監
視
調
査
課

　
　
電　
話　
０
２
６
─
２
３
４
─
９
９
７
６

★
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
な
ど
放
送
の
受
信
障
害
に

関
す
る
こ
と

　
・
受
信
障
害
対
策
官

　
　
電　
話　
０
２
６
─
２
３
４
─
９
９
９
１

IN
F
O
R
M
A
T
IO
N

「
領
収
証
」等
に
係
る
印
紙
税
の

非
課
税
範
囲
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た

　
事
業
者
の
皆
様
が
平
成
26
年
４
月
１
日
以
降

に
作
成
す
る
領
収
証
や
、
レ
シ
ー
ト
な
ど
の

「
金
銭
又
は
有
価
証
券
の
受
取
書
」
に
係
る
印

紙
税
に
つ
い
て
は
、
記
載
さ
れ
た
受
取
金
額
が

５
万
円
未
満
の
も
の
に
つ
い
て
非
課
税
と
な
り

ま
し
た
。

　
領
収
証
等
を
作
成
す
る
際
に
は
、
受
取
金
額

を
確
認
の
上
、
納
付
す
る
印
紙
税
額
に
誤
り
の

な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

「
金
銭
又
は
有
価
証
券
の
受
取
書
」
に
係
る

印
紙
税
の
非
課
税
範
囲

お
問
い
合
わ
せ
先

佐
久
税
務
署　
法
人
課
税
第
一
部
門

電　
話　
０
２
６
７
─
６
７
─
３
４
６
４

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

w
w
w
.nta.go.jp
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F
O
R
M
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平
成
26
年
度

調
理
師
試
験
の
実
施
に
つ
い
て

試
験
日　
平
成
26
年
９
月
４
日
㈭

　
　
　
　
午
後
1
時
か
ら
3
時
ま
で

場　
所　
佐
久
合
同
庁
舎　
5
階　
講
堂

願
書
の
受
付

受
付
期
間

平
成
26
年
７
月
８
日
㈫
か
ら
７
月
10
日
㈭
ま

で
の
３
日
間

受
付
場
所

　
佐
久
合
同
庁
舎　
４
階　
４
０
４
号
会
議
室

平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で
３
万
円
未
満

平
成
26
年
４
月
１
日
以
降
５
万
円
未
満

準
備
講
習
会
（
調
理
師
会
主
催
）

日　
時　
平
成
26
年
７
月
23
日
㈬
・
24
日
㈭　

　
　
　
　
午
前
9
時
〜
午
後
4
時
ま
で

場　
所　
佐
久
合
同
庁
舎　
5
階　
講
堂

受
講
料　
２
７
、
０
０
０
円

受
付
期
間

平
成
26
年
７
月
８
日
㈫
か
ら
７
月
10
日
㈭
ま

で
の
３
日
間

受
付
場
所

　
佐
久
合
同
庁
舎　
４
０
４
号
会
議
室

試
験
科
目
や
受
験
資
格
等
、
試
験
の
詳
細

に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
先

佐
久
合
同
庁
舎
内　
佐
久
保
健
福
祉
事
務
所　

食
品
・
生
活
衛
生
課

電　
話　
０
２
６
７
（
６
３
）
４
１
９
１
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F
O
R
M
A
T
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N

労
働
な
ん
で
も
相
談

　
育
児
中
の
マ
マ
の
就
労
相
談
も
人
事
担
当
の

方
か
ら
の
相
談
も
電
話
・
来
所
・
Ｅ
メ
ー
ル
に

よ
る
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

日　
時　
月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

　
　
　
　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

電   

話　
０
２
６
８
─
２
３
─
１
６
２
９

メ
ー
ル　

toshinrosei@
pref.nagano.lg.jp

秘
密
厳
守
・
相
談
無
料

長
野
県
東
信
労
政
事
務
所

（
上
田
市
材
木
町
１
─
２
─
６

　
上
田
合
同
庁
舎
６
階
）

TATESHINA INFORMATION
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白樺
高原便り

白樺高原総合観光センター

　白樺高原は、新緑の季節を迎えました。
　野鳥の声が響き渡る御泉水自然園では、これからアズマシャクナゲやレンゲツ
ツジ・ニリンソウ・ヒトリシズカなどが咲きはじめます。心と身体のリフレッ
シュに高山植物をながめながら自然散策をされてみてはいかがでしょうか。
　蓼科ふれあい牧場では、かわいい動物たちが飼育されています。
　手のひらに乗るほどの小さな赤ちゃんウサギや、人懐っこいミニブタ、餌をよ
く食べるヒツジやヤギ、昨年12月まで立科小学校で児童が飼育していたポニー
などが牧場でのんびり過ごしています。

　まもなく、栃木県の那須高原からアルパカも仲間入りします。
　蓼科第二牧場では牛や馬の放牧が始まります。隣接する朝日の丘公園から
は、草を食

は

みながらのんびりと過ごす牛馬の姿が間近にながめられます。
　ぜひ一度ご家族、友人でお出かけください。

たてしな保育園の
子どもたち

畑作り

異年齢でお散歩

体操

民生児童委員さんに土作りをしていただき、また、子供たちに
じゃがいもの植え方を教えていただきました。じゃがいもには土
のお布団をかけてあげました。

「おおきなじゃがいもがとれるといいな～！」

新しく入った年少組さ
ん。年長さんに手を
つないでもらって、近
くの道をお散歩しまし
た。とっても嬉しそう
に歩いていましたよ。

こいのぼりに負けないく
らい、のびのびと元気に
体操をしています。いっ
ぱい体を動かすとご飯
もモリモリ食べられます。



立科町の輝くニュース フラッシュ　NEWS
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　５月10日㈯、立科町教育委員会主催の第28回蓼北
中学生バレーボール大会が、当町で開催されました。
望月・北御牧・東部・丸子・丸子北・依田窪南部・
和田・立科の８校が参加し、白熱した試合が繰り広
げられました。
　成績は次のとおりです。
　男子Ａチーム　　優勝　東部
　女子Ａチーム　　優勝　立科
　女子Ｂチーム　　優勝　望月

　県内商工会では、平成23年度から多種多様なテーマに
基づき産業振興支援事業に取り組んでいます。
　立科町商工会の「農商工連携による活性化」が、全
115テーマの中からモデルとなる事業として優秀賞を受
賞し、平成26年３月25日の長野県商工会連合会臨時総会
において表彰されました。
受賞理由：信州せいしゅん村との連携により、農業体験
を基軸にして都市・海外の人々との交流を推進し、地域
経済の活性化に取り組んでいる。
地元特産品の開発と販路開拓にも意を注ぎ、域内付加価
値の確保に努めている。
農商工連携によるビジネス創出のモデルである。

　立科町交流促進センター（耕福館）内駐車場から見
える風景が、「信州らしさ」や「ふるさと」が実感で
きる農村風景として、長野県から「信州ふるさとの
見える丘（ビューポイント）」に認定されました。

　四季折々の表情を見せる水田
地帯と雄大な浅間山麓の風景を
ぜひご覧ください。

　平成26年４月29日（火・祝）、第10回長野県市町村
対抗小学生駅伝競走大会が開催され、立科小学校の代表
選手たちが参加しました。
　当日は小雨がぱらつく生憎の天気ではありましたが、
気温は涼しくランナーにとっては好条件の天候となりま
した。大会では、一人1.5㎞、４区間で全長６㎞のコー
スを全員が最後までタスキを繋ぎ見事完走しました。
　結果は、出場61チーム中、23位と好成績を収め、タイ
ムも22分58秒で過去最高の結果でした。

立

立

蓼

第

科町商工会が産業振興支援
プロジェクト優秀賞を受賞

科町交流促進センター内
駐車場が

「信州ふるさとの見える丘」
に認定されました

北中学生バレーボール大会

10回 長野県市町村対抗
小学生駅伝競走大会
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救急当番医については、予告なく変更される場合がありますので、有線
放送、新聞又は当番医に直接確認の上、受診してください。休日・夜間
における医療機関等の情報提供　ナビダイヤル  0570−08−8199

行　事　予　定 保　　　　　健　
1 日 夏山開き、すずらん祭り

2 月
マンモグラフィ検診：40歳以上女性・偶数年齢の方
特定健診（町内個別・町外個別）

（～H27年3月14日）

3 火 赤ちゃん相談室（母乳相談）：Ｈ26.3月生（予約制）
マンモグラフィ検診：40歳以上女性・偶数年齢の方

4 水 マンモグラフィ検診：40歳以上女性・偶数年齢の方

5 木 子育て相談（予約制）
マンモグラフィ検診：40歳以上女性・偶数年齢の方

6 金 すずらん学級ゲートボール大会
8 日 立科町消防ポンプ操法・ラッパ吹奏大会
12 木 1歳半児健診：H24.9月～11月生
13 金 第16回体育協会長杯マレットゴルフ大会
14 土 谷川真理ビーナスマラソンin白樺高原
15 日 谷川真理ビーナスマラソンin白樺高原

19 木 交通安全教室（公開保育） 乳児健診：①H26.1月～2月生
　　　　　②H25.7月～8月生

20 金 第18回体育協会長杯ゲートボール大会
22 日 第38回町民ゴルフ大会

27 金 パパママ教室（妊娠中の生活、身体の使い方について）

6 月町民カレンダー
● 町県民税（第１期）
● 国民健康保険税（第１期）
● 介護保険料：普通徴収（第3期）

６月の納税

1 日 岡田医院 佐久市望月 0267−53−2123
みまき温泉診療所 東御市北御牧 0268−61−6002
矢島医院 小諸市 0267−22−8148
鳥山クリニック 小諸市 0267−26−0308

歯科 てらお歯科医院 軽井沢町 0267−42−9123
8 日 中島医院 東御市北御牧 0268−67−2777

ひかり医院 小諸市 0267−22−8878
鈴木医院 小諸市 0267−26−1212

歯科 林歯科医院 小諸市 0267−22−0152
15 日 岩下医院 立科町 0267−56−3908

小諸南城クリニック 小諸市 0267−26−5222
田村医院 小諸市 0267−22−0048

歯科 依田塩名田歯科 佐久市浅科 0267−58−2135
22 日 栁澤医院 立科町 0267−56−1045

由井医院 小諸市 0267−22−0327
うすだ医院 小諸市 0267−22−0483

歯科 ゆみ歯科医院 小諸市 0267−26−2580
29 日 須江医院 小諸市 0267−22−2060

東小諸クリニック 小諸市 0267−25−8104
御代田中央記念病院 御代田町 0267−32−4711

歯科 植木歯科医院 軽井沢町 0267−45−5291

休日緊急当番医 ● 午前９時〜午後５時
　 （歯科  午前９時〜正午）

電 話 有 線

白樺高原総合観光センター 55−6201

中央公民館（事務室） 56−2311 4000

こども未来館（児童館） 56−0248 8888

老人福祉センター 56−1825 4091

立科温泉　権現の湯 56−0606 4126

連絡先

町のデータ ４月 ４月１日〜４月30日の状況

立科町役場  電話  56−2311  有線 2311
　　　　　  FAX  56−2310

人口 7,678（＋  1） 出生 1
男 3,780（−  2） 死亡 8
女 3,898（＋  3） 転入 28

世帯数 2,833（＋16） 転出 20

出動
件数

年間
累計

交通
事故 0 3
その他 29 139
合計 29 142

発生
件数

年間
累計

建物
火災 0 1
その他 1 3
合計 1 4

発生
件数

年間
累計

空き巣
等 1 2

乗物盗 0 1
その他 2 7

今　年 最近10年間の平均

気 

温

平　　均 8.4℃ 8.2℃
最高極日 23.7℃／27日 25.2℃／10年
最低極日 −6.0℃／  12日 −5.4℃／10年

降　水　量 30.5mm 64.1mm
降水量（1〜4月） 207.0mm 206.6mm
日 照 時 間 246.9時間 208.9時間

人 口 ５月１日現在（4月30日現在届出まで）	 （　  ）内は前月比

気　象

救急 火災 犯罪

各種相談日
●結婚相談会　
６月８日㈰
午後１時30分～３時30分
場所：老人福祉センター
� 社会福祉協議会　電話 56−1825

●心配ごと相談
６月20日㈮
午前９時〜12時
場所：老人福祉センター
相談員：心配ごと相談員
� 社会福祉協議会　電話 56−1825

★子育て相談
６月10日㈫、30日㈪ 
午前８時30分～午後５時
場所：たてしな保育園
相談員：土屋正一子育て相談員
� たてしな保育園　電話 56−0022


